
（ ヒ ート ポン プ冷暖房機）  

第 1 0 条の２  ヒ ート ポン プ冷暖房機の内燃機関の位置及び構造は、次に掲げる 基準によ ら なけれ

ばなら ない。（ せ）  

⑴ 容易に点検する こ と ができ る 位置に設ける こ と 。（ せ）  

⑵ 防振のための措置を 講ずる こ と 。（ せ）  

⑶ 排気筒を 設ける 場合は、 防火上有効な構造と する こ と 。（ せ）  

２  前項に規定する も ののほか、 ヒ ート ポン プ冷暖房機の内燃機関の位置、 構造及び管理の基準に

ついては、 第３ 条（ 第１ 項第 1 0 号から 第 1 5 号ま で、 第 1 8 号、 第 1 8 号の２ 及び第 1 9 号、 第

２ 項第５ 号並びに第３ 項を 除く 。） の規定を 準用する 。 ( せ)  

 

【 解説】  

 本条は、 ヒ ート ポン プ冷暖房機（ 液体燃料及び気体燃料を 使用する 内燃機関によ り 、 冷媒用コ ン プ

レ ッ サーを 駆動し 、 冷媒のヒ ート ポン プサイ ク ルによ り 冷暖房を 行う 設備（ 第 1 0 の２ －１ 図参照））

の内燃機関の位置、 構造及び管理の基準を 定めたも のである 。  

 

図 1 0 の２ －１  ヒ ート ポン プ冷暖房機の仕組み 
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１  ヒ ート ポン プ冷暖房機の建築物及び可燃性物品から の離隔距離は告示１ 号によ っ て得ら れる 距

離以上と する 必要がある が、（ 一財） 日本ガス 機器検査協会が定めた防火性能基準に適合し たも の

については、 防火性能が確保さ れ、 安全性が高いも のと なっ ている こ と から 、 当該設備に貼付さ れ

ている 認証ラ ベルに記載さ れている 離隔距離と し て差し 支えない。  

 

２  第１ 項第２ 号の「 防振のための措置」 と は、 内燃機関の存する 床又は台を 建築物その他の部分と

切り 離すか、 又はス プリ ン グ、 ゴ ム 、 砂、 コ ルク 等によ り 振動を 吸収する 構造と する こ と を いう 。 
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３  第１ 項第３ 号の「 排気筒」 と は、 内燃機関の排気ガス を 排出する ための筒を いう 。  

「 防火上有効な構造」 と は、 排気筒の遮熱材を 不燃材料にする こ と の他に、 排気筒を 可燃物と 接

触さ せないこ と 及び排気ガス の熱によ り 燃焼する おそれのあ る 可燃物の附近に排気口を 設けない

よ う にする こ と が含ま れ、 排気筒の位置、 構造及び管理については、 条例第９ 条が適用さ れる 。  

 

４  第２ 項は、 第３ 条の炉の位置、 構造及び管理についての規定が同条第１ 項第 1 0 号から 第 1 5 号

ま で、 第 1 8 号、 第 1 8 号の２ 及び第 1 9 号、 第２ 項第５ 号並びに第３ 項を 除いて、 ヒ ート ポン プ

冷暖房機に準用さ れる こ と を 規定し ている 。  


